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各  位 

東 北 労 働 金 庫         

 

通常総会のご案内と決算概況等のお知らせ 

東北労働金庫（本店 仙台市 理事長 影山 道幸）の第14回通常総会についてご案内申し上げます。 

また、2016(平成28)年度決算の概況等についてお知らせいたします。 

記 

１．第１４回 通常総会 

① 日 時  2017年 6月 26日（月） 午後1時より 

② 場 所  江陽グランドホテル 

〒980-0014 仙台市青葉区本町2丁目3番 1号（℡：022-267-5111） 

２．2016(平成28)年度決算(平成29年 3月期)の概況 

(1) 預金及び貸出金の状況                    （単位：億円、%） 

項 目 2017年 3月末 2016年 3月末 増加額 増加率 

預金残高 18,861  17,972  888  4.9  

貸出金残高 11,201  11,079  122  1.1  

(注)単位未満の端数は切り捨てて表示しています。 

① 預金残高は、団体預金が伸びて1兆8,861億円(譲渡性預金含む)となり、888億円(＋4.9%)の

増加となりました。 

② 貸出金残高は、ローンセンター業務の拡充や住宅業者対策の強化などにより住宅ローン中心に

増加して1兆1,201億円となり、122億円(＋1.1%)の増加となりました。 

(2) 損益の状況                         （単位：百万円、%） 

項 目 2016年度 2015年度 増減額 増減率 

経常収益 28,111  31,708  △3,597  △11.3  

経常費用 23,146  24,493  △1,346  △5.4  

経常利益 4,964  7,215  △2,250 △31.1  

 

 

業務純益 5,373  7,129  △1,756  △24.6  

コア業務純益 5,151  5,632  △481  △8.5  

特別利益 -  101  △101  ‐  

特別損失 158  185  △26  △14.1  

当期純利益 3,416  5,181  △1,764  △34.0  

 (注)単位未満の端数は切り捨てて表示しています。 

① 経常収益は281億11百万円、前年度比35億97百万円(△11.3%)の減少となりました。要因は、

貸出金利息や国債等債券売却益が減少したことなどによるものです。 

② 経常費用は231億 46百万円、前年度比13億 46百万円(△5.4%)の減少となりました。要因は、

経費や国債等債券売却損が減少したことなどによるものです。 

③ その他経常収益には、貸倒引当金戻入益や睡眠預金収益繰入金など 57 百万円(前年度比 2 億

48百万円減少、△81.1％)を計上しました。 

④ 特別損失には、固定資産処分損(73百万円)や減損損失(85百万円)など1億 58百万円（前年度

比26百万円減少、△14.1％)を計上しました。 

⑤ 経常利益は 49億 64百万円(前年度比△22億 50百万円)、業務純益は 53億 73百万円(前年度

比△17億56百万円)、当期純利益は34億16百万円(前年度比△17億64百万円)となりました。 
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(3) リスク管理債権等の状況 

 ①リスク管理債権                    （単位：百万円、%） 

項  目 2016年度 2015年度 増減 

破綻先債権 720  620  100  

延滞債権 7,848  8,157  △308  

3 ｶ月以上延滞債権 208  304   △95  

貸出条件緩和債権 218  230  △12  

合  計 8,996  9,311  △315  

(リスク管理債権比率) 0.80  0.84  △ 0.04  

  (注)単位未満の端数は切り捨てて表示しています。 

   2016 年度末(2017 年 3 月期)におけるリスク管理債権の総額は、89 億 96 百万円となり、前

年度末より3億15百万円減少しました。 

リスク管理債権比率(貸出金総額に占める割合)も0.80%(前年度比△0.04％)に低下しました。 

 

 ②金融再生法(金融機能の再生のための緊急措置に関する法律)に基づく開示債権額 

（単位：百万円、%） 

項 目 2016年度 2015年度 増減 

破産更生等債権 2,832  2,592  239  

危険債権 5,872  6,334   △462  

要管理債権 427  534  △107  

不良債権計 9,131  9,461  △330  

正常債権 1,112,649  1,100,155  12,493  

合  計 1,121,779  1,109,616  12,163  

(不良債権比率) 0.81  0.85  △0.04  

  (注)単位未満の端数は四捨五入して表示しています。なお比率は切り捨てて表示しています。 

   2016年度末(2017年3月期)における金融再生法上の不良債権総額は91億31百万円となり、

前年度末より3億 30百万円減少しました。 

不良債権比率(金融再生法上の総額に占める割合)上は0.81%(前年度比△0.04％)に低下しま

した。 

(4) 自己資本比率 

   2017年 3月期の自己資本比率は、前年度の10.15%から0.15ポイント低下し10.00%となりま

した。自己資本の額は28億 21百万円増加しました。 

 

３．2017(平成29)年度の目標 

①年度末の総預金残高1兆9,411億円(増加額550億円、増加率2.9%) 

②年度末の総貸出金残高1兆1,451億円(増加額250億円、増加率2.2%) 

③経常利益39億 97百万円、業務純益43億 3百万円 当期純利益28億 9百万円 

以 上 

 〔本件に関するお問い合わせ先〕 

 

 

 

    

 労働金庫は「働く人の夢と共感を創造する協同組織の福祉金融機関」です。 

今後ともご支援下さいますようよろしくお願い申し上げます｡ 

  東北労働金庫総合企画部 （佐々木、渡辺）   ℡ 022-723-1114 


